
 全日制  県立滑川総合高等学校（総合学科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）学力検査と調査書の記録に大きな差を設けずに選抜することとする。 

（２）面接を実施し、受検生の意欲・態度を積極的に評価する。 

（３）調査書の「特別活動等の記録」「その他の項目」、特に部活動や地域クラブ活動に積極的に取り組み実績

を残した者の選抜に配慮する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：２） ……… （１８０点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ２０点） …… [２５０点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ５０点）     

 ○その他の資料 面接    ………… [１００点]   

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③面 接 ④合  計   

  ５００点 ４００点 １００点 １０００点   

 ●第２次選抜（１５％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦面 接 ⑧合  計   

  ５００点 ５００点 ２００点 １２００点   

 ●第３次選抜（５％を入学許可候補者とする） 

 第２次選抜における合計得点の一定の順位の者を対象に、調査書の「特別活動等の記録」「その他の項目」

の得点と「面接」の得点で選抜する。 

 

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（２０点）】 

○学級活動・生徒会活動 

 ※以下の区分により得点を加算する。 

  区分Ａ 生徒会長、生徒会副会長、生徒会本部役員、各種委員会委員長、各種委員会副委員長など 

  区分Ｂ 学級委員またはこれに準ずるもの 

  区分Ｃ 体育祭・文化祭・修学旅行委員長、体育祭・文化祭・修学旅行副委員長など 

  区分Ｄ その他評価できるもの 

【その他の項目の得点（５０点）】 

○部活動や地域クラブ活動等 

※以下の区分により得点を加算する。 

  運動部：全国大会出場、関東大会出場、県大会ベスト８以上、県大会出場、郡市大会３位以上、 

  県選抜選手、地区選抜選手、部長・副部長など 

  文化部：全国大会等出場・出展、関東大会等出場・出展、県大会等（予選有）出場・出展、その他   

  特筆すべき実績、部長・副部長など 

○総合的な学習の時間の記録 

 ※特に顕著な活動がある場合に得点を与える。 

○資格取得等 

 ※以下の資格を取得している場合に得点を与える。 

  英語検定３級以上、漢字検定３級以上、数学検定３級以上、珠算２級以上、柔道・剣道初段以上、硬筆書

写技能検定３級以上、毛筆書写技能検定３級以上など 

○ボランティア活動 

 



 ※地域における顕著な社会活動等がある場合に得点を与える 

  第２志望 なし  

  その他 なし  

全日制 県立滑川総合高等学校（総合学科） 



 全日制  県立南稜高等学校（普通科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）学力検査と調査書の記録については、学力検査に重みをつけて選抜する。 

（２）調査書の「特別活動等の記録」（「その他の項目」の校外の活動を含む）、特に特別活動等において実績

を残した者、生徒会活動に積極的に取り組んだ者の選抜に配慮する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：３） ……… （２２５点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ２５点） …… [３２０点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ７０点）     

 ○その他の資料 なし        

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③その他 ④合  計   

  ５００点 ３３４点 実施しない ８３４点   

 ●第２次選抜（１５％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦その他 ⑧合  計   

  ５００点 ４００点 実施しない ９００点   

 ●第３次選抜（５％を入学許可候補者とする） 

 第２次選抜における合計得点の一定の順位の者を対象に、特別活動等の記録の得点及びその他の項目の得点

で選抜する。 

 

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（２５点）】 

○学級活動・生徒会活動・学校行事   ※例えば、以下の実績等に応じ得点を加算する。 

 生徒会長、生徒会副会長、生徒会本部役員、専門委員長、学級委員、行事委員長など 

【その他の項目の得点（７０点）】 

○部活動等   ※例えば、以下の実績等に応じ得点を加算する 

 運動部：全国・関東大会出場、県大会出場、郡市大会及び市大会等における上位の成績など 

     部長、副部長など、部活動の活動状況など 

 文化部：全国・関東大会への出場・出展、県大会等への出場・出展など 

     部長、副部長など、部活動の活動状況など 

○運動部・文化部に準じて評価できるものは同様に評価する。 

○資格取得等   ※以下の資格等の取得状況に応じ得点を加算する。 

 英語検定３級以上、ＴＯＥＩＣ Ｌ＆Ｒ３００点以上、ＴＯＥＩＣ Ｂｒｉｄｇｅ Ｌ＆Ｒ６０点以上、漢

字検定３級以上、数学検定３級以上 

 

  第２志望 普通科と外国語科の間で、相互に第２志望を認める。  

  その他 外国人特別選抜を実施する。  

 

 

 

 

 

 



 全日制  県立南稜高等学校（外国語科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）学力検査と調査書の記録については、学力検査に重みをつけて選抜する。 

（２）調査書の「特別活動等の記録」（「その他の項目」の校外の活動を含む）、特に特別活動等において実績

を残した者、生徒会活動に積極的に取り組んだ者の選抜に配慮する。 

（３）学力検査の英語の得点について傾斜配点する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い 傾斜配点（英語） ………… [６００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：３） ……… （２２５点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ２５点） …… [３２０点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ７０点）     

 ○その他の資料 なし        

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③その他 ④合  計   

  ６００点 ４００点 実施しない １０００点   

 ●第２次選抜（２０％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦その他 ⑧合  計   

  ６００点 ４８０点 実施しない １０８０点   

   

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（２５点）】 

○学級活動・生徒会活動・学校行事   ※例えば、以下の実績等に応じ得点を加算する。 

 生徒会長、生徒会副会長、生徒会本部役員、専門委員長、学級委員、行事委員長など 

【その他の項目の得点（７０点）】 

○部活動等   ※例えば、以下の実績等に応じ得点を加算する 

 運動部：全国・関東大会出場、県大会出場、郡市大会及び市大会等における上位の成績など 

     部長、副部長など、部活動の活動状況など 

 文化部：全国・関東大会への出場・出展、県大会等への出場・出展など 

     部長、副部長など、部活動の活動状況など 

○運動部・文化部に準じて評価できるものは同様に評価する。 

○資格取得等   ※以下の資格等の取得状況に応じ得点を加算する。 

 英語検定３級以上、ＴＯＥＩＣ Ｌ＆Ｒ３００点以上、ＴＯＥＩＣ Ｂｒｉｄｇｅ Ｌ＆Ｒ６０点以上、漢

字検定３級以上、数学検定３級以上 

 

  第２志望 普通科と外国語科の間で、相互に第２志望を認める。  

  その他 外国人特別選抜を実施する。  

 



 全日制  県立新座高等学校（普通科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）学力検査と調査書の記録で、受検生それぞれの良いところを積極的に評価して、特長ある者を選抜する。 

（２）面接を実施し、意欲・目的意識・態度を積極的に評価する。 

（３）調査書の「特別活動等の記録」及び「その他の項目」を重視する。特に、部活動・生徒会活動や学校生活

に真面目に取り組んだ者を評価する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：２） ……… （１８０点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ４０点） …… [２８０点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ６０点）     

 ○その他の資料 面接    ………… [ ５０点]   

  一般募集   

 ●第１次選抜（７０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③面 接 ④合  計   

  ５００点 ３９２点 ５０点 ９４２点   

 ●第２次選抜（２５％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦面 接 ⑧合  計   

  ５００点 ７８４点 ５０点 １３３４点   

 ●第３次選抜（５％を入学許可候補者とする） 

第１次選抜における合計得点の一定の順位の者を対象に、調査書の「特別活動等の記録」、「その他の項目」

及び「面接」の得点で選抜する。 

 

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（４０点）】 

○学級活動・生徒会活動・学校行事    ※以下の区分により得点を加算する。 

区分Ａ 生徒会長 

区分Ｂ 生徒会役員、生徒会執行部 

区分Ｃ 学級委員等、各種委員会の委員長、学年委員、実行委員会等の委員長 

区分Ｄ 各種委員、各種委員会の副委員長、実行委員会等の副委員長 

【その他の項目の得点（６０点）】 

○部活動等    ※以下の区分により得点を加算する。 

区分Ａ 県大会ベスト８以上または関東大会以上への出場・出展 

区分Ｂ 県大会への出場・出展、地区大会の優勝・準優勝 

区分Ｃ 地区大会への出場・出展、市内大会の優勝・準優勝、部長 

区分Ｄ 市大会への出場・出展、副部長 

※その他、運動部・文化部に準じて評価できるもの 

○資格等    ※以下の区分により得点を加算する。 

区分Ａ 英検・漢検・数検準２級以上、珠算初段以上 

区分Ｂ  英検・漢検・数検３級、珠算１級、剣道・柔道２段以上 

  区分Ｃ 英検・漢検・数検４級、珠算２級・３級、剣道・柔道初段 

 

  第２志望 なし  

  その他 第３次選抜において、通学距離及び通学時間を資料とする。  

 



 全日制  

県立新座総合技術高等学校 
（電子機械科・情報技術科・デザイン科・総合ビジネス科・

服飾デザイン科・食物調理科共通） 

 

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）第１次選抜においては、調査書の得点と学力検査の得点をほぼ同等に扱う。 

（２）「特別活動等の記録」、「その他の項目」においては、生徒会等の活動、大会・コンクール等の実績を重

視する。 

（３）面接においては、本校で３年間学ぼうとする意欲と態度等を評価する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：３） ……… （２２５点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ２０点） …… [３００点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ５５点）     

 ○その他の資料 面接    ………… [ ５０点]   

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③面 接 ④合  計   

  ５００点 ４８０点 ５０点 １０３０点   

 ●第２次選抜（２０％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦面 接 ⑧合  計   

  ５００点 ３４５点 ５０点 ８９５点   

   

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（２０点）】 

次の項目を評価し、その内容により得点を加算する 

○学級活動・生徒会活動 

・生徒会長、生徒会副会長、その他の生徒会役員など 

・各種委員会委員長、委員会副委員長など 

・学校行事の委員長・副委員長 

・学級委員長またはこれに準ずるもの 

【その他の項目の得点（５５点）】 

○部活動 

・部長、副部長、地区レベル以上の選抜選手など 

・運動部：地区レベル以上（内容によっては市レベルも含む）の大会成績など 

・文化部：地区レベル以上（内容によっては市レベルも含む）の出場、出展成績など 

○資格取得等 

・英検･数検･漢検４級以上（その他の検定は、内容に応じて評価） 

・書道･硬筆･毛筆は段以上、その他の有段者、審判資格など 

○部活動以外の成果 

・部活動以外の活動で、部活動の成果と同等と認められるもの 

○ボランティア等 

・ボランティア活動、ボーイスカウト等の校外活動の参加実績など 

 

  第２志望 全ての学科において、相互に第２志望を認める。  

  その他 なし  

 



 全日制  県立新座柳瀬高等学校（普通科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）第１次選抜においては、学力検査と調査書の記録に差を設けずに選抜することとする。 

（２）第２次選抜においては、学力検査を重視して選抜することとする。 

（３）面接を実施し、受検生の目的意識や学習意欲等を評価する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：２） ……… （１８０点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ２０点） …… [２５０点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ５０点）     

 ○その他の資料 面接    ………… [ ３０点]   

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③面 接 ④合  計   

  ５００点 ５００点 ３０点 １０３０点   

 ●第２次選抜（２０％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦面 接 ⑧合  計   

  ５００点 ２５０点 ３０点  ７８０点   

   

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（２０点）】 

○学級活動・生徒会活動・学校行事 

 ・生徒会長、生徒会副会長、書記・会計等の本部役員、 

  各種委員会委員長及び副委員長、 

  行事運営（実行）委員長及び副委員長、学級委員又はこれに準ずるもの。 

  また、その他活動実績として評価できるもの。 

【その他の項目の得点（５０点）】 

○部活動・校外の活動 

 ・部長、副部長 

 ・県展覧会以上で上位入賞した者又は出品した者、郡市展覧会で上位入賞した者。 

 ・県大会以上で上位入賞した者又は出場した者、郡市大会で上位入賞した者。 

  また、その他活動実績として評価できるもの。 

 ・部活動に準じて評価できるもの。 

○資格取得 

 ・英語検定４級以上、漢字検定４級以上、数学検定４級以上、その他評価できるもの。 

 

  第２志望 なし  

  その他 外国人特別選抜を実施する。  

 



 全日制  県立蓮田松韻高等学校（普通科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）第１次選抜においては、学力検査と調査書の記録をバランスよくみて選抜する。また、第２次選抜におい

ては、調査書の記録と面接を重視して選抜する。 

（２）面接を実施し、受検生の意欲・態度を積極的に評価する。 

（３）調査書の「特別活動等の記録」及び「その他の項目」では各活動等に積極的に取り組んだ者を評価する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：２：３） ……… （２７０点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ３５点） …… [３７５点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ７０点）     

 ○その他の資料 面接    ………… [１００点]   

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③面 接 ④合  計   

  ５００点 ３７５点 １００点 ９７５点   

 ●第２次選抜（２０％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦面 接 ⑧合  計   

  ５００点 ７５０点 ２５０点 １５００点   

   

  調査書の扱いの詳細   

 
【特別活動等の記録の得点（３５点）】 

○学級活動・生徒会活動   「学級委員」･「各種委員」･「生徒会本部役員」としての活動実績を評価する 

【その他の項目の得点（７０点）】 

○総合的な学習の時間の記録 顕著な活動を評価する 

○部活動          顕著な活動実績・役職を評価する 

・地域のスポーツ・文化活動における実績については、部活動に準じて評価する 

○資格取得等        取得資格、課外活動等のうち顕著なものを評価する 

 

  第２志望 なし  

  その他 なし  

 



 全日制  
県立鳩ケ谷高等学校 
（普通科・園芸デザイン科・情報処理科共通） 

 

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）学力検査と調査書の記録に大きな差を設けずに選抜する。 

（２）調査書の「特別活動等の記録」及び「その他の項目」に積極的に取り組んだ者の選抜に配慮する。 

（３）面接を実施し、受検生の目的意識・適性を評価する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：２） ……… （１８０点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ２５点） …… [２５０点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ４５点）     

 ○その他の資料 面接    ………… [ ２５点]   

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③面 接 ④合  計   

  ５００点 ５００点 ５０点 １０５０点   

 ●第２次選抜（２０％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦面 接 ⑧合  計   

  ５００点 ４００点 ４０点 ９４０点   

   

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（２５点）】 

○学級活動・生徒会活動・学校行事 

 ・生徒会長、生徒会副会長、その他生徒会役員、各種委員会委員長、学級委員長等 

○その他（部活動以外） 

 ・全国大会、関東大会、県大会への出展等 

【その他の項目の得点（４５点）】 

○部活動 

 運動部・・・全国大会出場、関東大会出場、県大会出場、郡市大会またはこれに準ずる大会への出場、選抜 

       選手 

 文化部・・・全国大会等への出場・出展、関東大会等への出場・出展、県大会（予選会を経たものに限る） 

       への出場・出展 

 ★部長であることや大会等での入選・入賞がある場合は、得点を加算する。 

○総合的な学習の時間の記録 ＊特に顕著な活動がある場合に得点を与える。 

○資格取得等 英検３級以上、漢検３級以上等 

 

  第２志望 全ての学科において、相互に第２志望を認める。  

  その他 なし  

 



 全日制  
県立羽生実業高等学校（園芸科・農業経済科・商業科・ 
情報処理科共通） 

 

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）学力検査と調査書に大きな差を設けずに選抜する。 

（２）第２次選抜においては、面接を重視し、農業や商業に関する興味関心・考え方、本校での学習意欲と態度を評

価する。 

（３）調査書の「その他の項目」の得点で積極的に取り組んだ者を評価する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：２：３） ……… （２７０点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ３５点） …… [４００点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ９５点）     

 ○その他の資料 面接    ………… [ ５０点]   

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③面 接 ④合  計   

  ５００点 ５００点 ５０点 １０５０点   

 ●第２次選抜（２０％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦面 接 ⑧合  計   

  ５００点 ５００点 １００点 １１００点   

   

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（３５点）】 

○生徒会活動・学級活動・学校行事の活動内容により得点を加算する。 

 生徒会長、生徒会副会長、その他の生徒会役員、各種委員会委員長、委員会副委員長、学級委員長など 

【その他の項目の得点（９５点）】 

○総合的な学習の時間の記録 

 特に顕著な記録がある場合に得点を与える。 

○学校部活動・学校外のスポーツ活動、文化活動の状況や実績により得点を加算する。 

 全国大会、関東大会、県大会（予選を経たものに限る）、郡市大会等への出場・出展など 

○資格取得 

英語検定、漢字検定、数学検定、柔道、剣道、暗算、珠算などの資格を取得している場合に得点を与える。 

○ボランティア 

 長期的な活動（１年間程度以上）がある場合に得点を与える。 

 

  第２志望 「園芸科・農業経済科」の間及び「商業科・情報処理科」の間で、相互に第２志望を認める。  

  その他 なし  

 



 全日制  県立羽生第一高等学校（普通科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）第１次選抜は調査書重視、第２次選抜は学力検査重視とする。 

（２）第３次選抜は、調査書の「特別活動等の記録」及び「その他の項目」、特に部活動に積極的に取り組んだ

者の選抜に配慮する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：３） ……… （２２５点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ １５点） …… [３００点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ６０点）     

 ○その他の資料 なし          

  一般募集   

 ●第１次選抜（６５％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③その他 ④合  計   

  ５００点 ７５０点 実施しない １２５０点   

 ●第２次選抜（３３％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦その他 ⑧合  計   

  ５００点 ３００点 実施しない ８００点   

 ●第３次選抜（２％を入学許可候補者とする） 

 第２次選抜における合計得点の一定の順位の者を対象に、調査書の特別活動等の記録の得点とその他の項目

の得点で選抜する。 

 

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（１５点）】 

○学級活動・生徒会活動（以下の区分により得点を加算する。） 

区分Ａ：生徒会長、生徒会副会長、その他生徒会役員など 

区分Ｂ：学校全体の行事（運動会、文化祭、修学旅行など）の代表 

区分Ｃ：学級代表またはこれに準ずるもの 

【その他の項目の得点（６０点）】 

○部活動（以下の区分により得点を加算する。） 

運動部：県大会ベスト８以上         郡市大会等の予選を通過しての県大会出場 

郡市大会等の入賞者         剣道・弓道などの有段者 

文化部：県展または県大会の上位入賞者    県展または県大会の入賞者 

県展または県大会出品および出場者  地区展や地区大会での入選・入賞者など 

部長等：部長（主将） 副部長（副主将） 

○資格取得等（以下の資格取得や、学校外の団体等に所属し、顕著な活動がある場合に得点を加算する。） 

英語検定・数学検定・漢字検定の３級以上またはこれに準ずるもの 

珠算・文部科学省認定毛筆（硬筆）書写技能検定の３級以上、またはそれに準ずるもの 

 

  第２志望 なし  

  その他 第３次選抜において、通学距離及び通学時間を資料とする。  

  



 全日制  県立飯能高等学校（普通科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）学力検査を調査書の記録より重視して選抜することとする。 

（２）調査書の「特別活動等の記録」及び「その他の項目」において、生徒会活動や部活動などに積極的に取り

組んだ受検生に配慮した選抜を行うこととする。 

（３）面接を重視して、意欲や関心、主体性等を評価する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：２） ……… （１８０点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ３０点） …… [３００点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ９０点）     

 ○その他の資料 面接    ………… [ ３０点]   

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③面 接 ④合  計   

  ５００点 ３３４点 ３０点 ８６４点   

 ●第２次選抜（１７％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦面 接 ⑧合  計   

  ５００点 ３６０点 ３０点 ８９０点   

 ●第３次選抜（３％を入学許可候補者とする） 

 第１次選抜における合計得点の一定の順位の者を対象に、特別活動等の記録、その他の項目、面接の得点で

選抜する。 

 

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（３０点）】 

○生徒会・学級活動 

  生徒会長、生徒会副会長、本部役員、各種委員会の長等について評価する。 

 学級委員など顕著な活動がある場合について評価する。 

【その他の項目の得点（９０点）】 

○部活動 

 運動部 部長、県大会出場、県大会入賞、関東大会・全国大会出場等について評価する。 

     関東大会・全国大会入賞については特に評価する。 

 文化部 部長、県展出品・県大会出場、県レベルで高い評価を得たもの等について評価する。 

     関東・全国レベルでの入賞については特に評価する。 

○地域のクラブ活動等 

 部活動（運動部・文化部）に準じて評価する。 

○資格 

 漢字検定、英語検定・・・３級以上を評価する。 

 他の資格についても顕著なものは評価する。 

 

  第２志望 なし  

  その他 なし  

 



 全日制  県立日高高等学校（普通科・情報コース共通）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）学力検査と調査書の記録に大きな差を設けずに選抜することとする。 

（２）調査書の「特別活動等の記録」の記載内容に配慮する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：３） ……… （２２５点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （１００点） …… [４００点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ７５点）     

 ○その他の資料 なし        

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③その他 ④合  計   

  ５００点 ４００点 実施しない ９００点   

 ●第２次選抜（２０％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦その他 ⑧合  計   

  ５００点 ６００点 実施しない １１００点   

   

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（１００点）】 

○生徒会活動       ：生徒会長、生徒会副会長、本部役員、専門委員長等 

○学級活動        ：学級委員長またはこれに準ずるもの 

○学校行事        ：体育祭、文化祭の委員長、副委員長、その他委員等 

【その他の項目の得点（７５点）】 

○総合的な学習の時間の記録：特に優れた内容の場合 

○資格取得等       ：英語検定・漢字検定・数学検定等の級位、珠算・暗算の段位・級位、武道・競

技かるた等の段位・級位等 

〇部活動         ：部長、副部長、関東大会以上に出場・出展、県大会・県展に出場・出展等 

 

  第２志望 普通科と情報コースの間で、相互に第２志望を認める。  

  その他 なし  

 



 全日制  県立深谷高等学校（普通科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）第１次選抜では学力検査と調査書の記録に差を設ける。 

（２）調査書の「特別活動等の記録」において、生徒会活動に積極的に取り組んだ者の選抜に配慮する。 

（３）調査書の「その他の項目」、特に部活動に積極的に取り組んだ者の選抜に配慮する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：２） ……… （１８０点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ２０点） …… [２８０点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ８０点）     

 ○その他の資料 なし        

  一般募集   

 ●第１次選抜（７０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③その他 ④合  計   

  ５００点 ３３６点 実施しない ８３６点   

 ●第２次選抜（３０％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦その他 ⑧合  計   

  ５００点 ５６０点 実施しない １０６０点   

   

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（２０点）】 

○学級活動・生徒会活動 

各種実行委員、クラス委員、生徒会役員等について得点を加算する。 

【その他の項目の得点（８０点）】 

○部活動 

部長・副部長は、得点を与える。 

運動部：各種大会等（地区大会入賞、県大会出場・入賞、関東大会出場・全国大会出場、選抜選手等）は、

各学年同一大会で最上位の実績に各々得点を与え、加算する。 

文化部：各種発表会等（地区入選・出展、県への出場・出展・入賞、関東・全国への出場・出展等）は、 

各学年同一発表会等で最上位の実績に各々得点を与え、加算する。 

○総合的な学習の時間の記録 

特に顕著な活動がある場合に得点を与える。 

○資格取得 

 英検、数検、漢検等について得点を与える。 

○地域クラブ等での活動 

 部活動以外の活動で特に顕著な活動がある場合に得点を与える。 

 

  第２志望 なし  

  その他 なし  

 



 全日制  県立深谷商業高等学校（商業科・会計科・情報処理科共通）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）学力検査と調査書の記録をバランスよく評価する。 

（２）調査書の「特別活動等の記録」、「その他の項目」では、特に部活動等で優れた成績をおさめた者を

評価する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：２） ……… （１８０点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （  ５点） …… [２１０点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ２５点）     

 ○その他の資料 なし        

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③その他 ④合  計   

  ５００点 ６３０点 実施しない １１３０点   

 ●第２次選抜（２０％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦その他 ⑧合  計   

  ５００点 ３１５点 実施しない ８１５点   

   

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（５点）】 

○学級活動・生徒会活動・学校行事 

  例えば、以下の項目について、得点を与える。 

・学級委員長、学級委員、生徒会長、生徒会副会長、○○委員会委員長、○○実行委員長など 

【その他の項目の得点（２５点）】 

○部活動 

例えば、以下の項目について、得点を与える。 

・運動部：全国大会入賞、全国大会出場、関東大会出場、県大会優勝、県大会ベスト１６以上 

     県大会出場、郡市大会またはこれに準ずる大会において好成績をおさめた場合など 

・文化部：全国大会等への入賞・出場・出展、県大会への入賞、出場、出展など 

  ・運動部・文化部において、部長を経験したもの 

○資格取得等 

＊以下の資格を取得している場合に得点を与える。 

実用英語検定試験３級以上、珠算・暗算２級以上、漢字検定３級以上、数学検定３級以上、 

パソコン検定試験３級以上、ワープロ（ビジネス文書）検定３級以上など 

 

  第２志望 全ての学科において、相互に第２志望を認める。  

  その他 なし  

 



 全日制  県立深谷第一高等学校（普通科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）選抜においては、学力検査の結果を重視する。 

（２）特別活動等の記録及びその他の項目のうち、特に生徒会活動または部活動で実績のある生徒に配慮する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：３） ……… （２２５点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ２５点） …… [３００点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ５０点）     

 ○その他の資料 なし        

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③その他 ④合  計   

  ５００点 ３５０点 実施しない ８５０点   

 ●第２次選抜（２０％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦その他 ⑧合  計   

  ５００点 ４００点 実施しない ９００点   

   

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（２５点）】 

○学級活動・生徒会活動・学校行事 

・学級委員 ・生徒会長、副会長、生徒会本部役員 ・専門委員会委員長、副委員長 

・学校行事の実行委員会委員長、副委員長 

・公募展、コンクール 

【その他の項目の得点（５０点）】 

○区分１ 部活動（運動部・文化部に準じて評価できるものを含む） 

・運動部 

全国大会・関東大会出場（レギュラーのみ）、県大会入賞（レギュラーのみ）、県選抜選手、 

県大会出場（地区大会を経たもの）、県北選抜選手、郡市大会入賞、市民大会入賞 

・文化部 

全国大会・関東大会出場、県大会入賞、県大会出場（地区大会を経たもの）、郡市大会入賞 

・共通 

部長・副部長 

○区分２ 検定・資格等 

・英語検定・漢字検定・数学検定等の資格 ・武道の資格 

 

  第２志望 なし  

  その他 外国人特別選抜を実施する。  

 



 全日制  県立富士見高等学校（普通科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）第１次選抜では、学力検査と調査書の記録に大きな差を設けずに選抜する。 

（２）第２次選抜では、調査書の記録を重視して選抜する。 

（３）調査書の「特別活動等の記録」及び「その他の項目」などに積極的に取り組んだ者の選抜に配慮する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：３） ……… （２２５点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ６５点） …… [４００点]   

  その他の項目の得点 ……… （１１０点）     

 ○その他の資料 なし        

  一般募集   

 ●第１次選抜（７０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③その他 ④合  計   

  ５００点 ４００点 実施しない ９００点   

 ●第２次選抜（３０％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦その他 ⑧合  計   

  ５００点 ８００点 実施しない １３００点   

   

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（６５点）】 

○学級活動  ：学級委員 

○生徒会活動 ：生徒会会長・副会長・本部役員、各種委員会委員長・副委員長・委員 

○学校行事  ：実行委員長・副委員長、合唱祭・体育祭・マラソン大会など活動が顕著であるもの 

○その他   ：県入選・入賞、地区入賞 

【その他の項目の得点（１１０点）】 

○部活動   ：部長、副部長、選抜チーム選出、実績（大会入賞、予選を経て上位大会出場）など 

○資格取得等 ：英語検定・漢字検定・数学検定・ワープロ検定の３級以上、珠算暗算検定・書写技能検定の

準２級以上、柔道・剣道・空手道・書道等その他諸団体による段位以上の資格を有するもの  

○その他の活動  ：埼玉県硬筆展覧会・埼玉県書き初め展覧会、全日本学生美術展等で実績のあるもの 

 クラブチームにおいて実績のあるもの 

 

  第２志望 なし  

  その他 なし  

 



 全日制  県立ふじみ野高等学校（普通科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）学力検査と調査書の記録のバランスに配慮し選抜を行うものとする。 

（２）調査書の特別活動等の記録や、スポーツ活動や文化活動に積極的に取り組んだ者の選抜に配慮する。 

（３）面接を実施し、受検生の意欲・態度を積極的に評価する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：３） ……… （２２５点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ４５点） …… [３３０点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ６０点）     

 ○その他の資料 面接    ………… [ ５０点]   

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③面 接 ④合  計   

  ５００点 ３３０点 ５０点 ８８０点   

 ●第２次選抜（１５％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦面 接 ⑧合  計   

  ５００点 ３９６点 ５０点 ９４６点   

 ●第３次選抜（５％を入学許可候補者とする） 

 第１次選抜における合計得点の一定の順位の者を対象に、特別活動等の記録の得点、その他の項目の得点及

び面接の得点で選抜する。 

 

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（４５点）】 

○学級活動・生徒会活動・学校行事 

 ・生徒会長、副会長、生徒会本部役員、専門委員長、実行委員長又はこれに準ずるもの 

【その他の項目の得点（６０点）】 

○次の特技、資格を有する場合に得点を与える。 

 ・柔道・剣道・書道各初段以上、珠算３級以上、英語検定・漢字検定・数学検定４級以上 

 ・これらと同等と認められる資格等については個別に評価する。 

○部活動等 

 ・部活動の部長 

 ・スポーツ活動、文化活動における大会・コンクール等の実績を有するもの 

 

  第２志望 なし  

  その他 なし  

 



 全日制  県立ふじみ野高等学校（スポーツサイエンス科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）学力検査と調査書の記録に大きな差を設けずに選抜を行うものとする。 

（２）特別活動等の記録や、スポーツ活動における大会等の実績を重視する。 

（３）実技検査を実施し、その結果を重視する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：３） ……… （２２５点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ４５点） …… [４４０点]   

  その他の項目の得点 ……… （１７０点）     

 ○その他の資料 実技検査    ………… [４５０点]   

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③実技検査 ④合  計   

  ５００点 ４４０点 ４５０点 １３９０点   

 ●第２次選抜（１５％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦実技検査 ⑧合  計   

  ５００点 ５２８点 ７２０点 １７４８点   

 ●第３次選抜（５％を入学許可候補者とする） 

 第１次選抜における合計得点の一定の順位の者を対象に、特別活動等の記録の得点、その他の項目の得点及

び実技検査の得点で選抜する。 

 

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（４５点）】 

○学級活動・生徒会活動・学校行事 

 ・生徒会長、副会長、生徒会本部役員、専門委員長、実行委員長又はこれに準ずるもの 

【その他の項目の得点（１７０点）】 

○次の特技、資格を有する場合に得点を与える。 

 ・柔道・剣道・書道各初段以上、珠算３級以上、英語検定・漢字検定・数学検定４級以上 

 ・これらと同等と認められる資格等については個別に評価する。 

○部活動等 

 ・運動部活動の部長、副部長 

 ・スポーツ活動における大会等の実績を有するもの 

 

  第２志望 普通科への第２志望に準ずる志望を認める。  

  その他 なし  

 



 全日制  県立不動岡高等学校（普通科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）学力検査と調査書の記録については、学力検査に重きを置いて評価する。 

（２）調査書のその他の項目の部活動、地域のクラブ活動等に重きを置いて評価する。 

（３）学校選択問題を数学、英語で実施する。入学後本校の教育活動に資する学力を有するかどうかを、的確に判

断するためである。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：２：３） ……… （２７０点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ ３０点） …… [４００点]   

  その他の項目の得点 ……… （１００点）     

 ○その他の資料 なし        

  一般募集   

 ●第１次選抜（６０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③その他 ④合  計   

  ５００点 ３３６点 実施しない ８３６点   

 ●第２次選抜（３９％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦その他 ⑧合  計   

  ５００点 ２１６点 実施しない ７１６点   

 ●第３次選抜（１％を入学許可候補者とする） 

 第２次選抜における合計得点の一定の順位の者を対象に、調査書のその他の項目の得点で選抜する。 

 

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（３０点）】 

○学級活動・生徒会活動・学校行事については、特に顕著なものを評価する。 

 

【その他の項目の得点（１００点）】 

○総合的な学習の時間の記録については、取り組み状況に応じて評価する。 

○部活動、地域のクラブ活動等に重きを置いて評価する。 

運動部：全国大会への出場、関東大会への出場、県大会への出場、またはこれらに準ずる実績と認められる 

場合。 

文化部：全国大会等への出場・出展、関東大会等への出場・出展、県大会での入賞、またはこれらに準ずる 

実績と認められる場合。 

※地域クラブ活動等においては、運動部・文化部に準じて評価できるもの。 

○資格取得等については、英語検定・漢字検定・数学検定の準２級以上の資格を取得している場合は評価する。 

 

  第２志望 なし  

  その他 なし  

 



 全日制  県立本庄高等学校（普通科）  

    令和８年度入学者選抜  

  選抜の基本方針   

（１）学力検査を重視して選抜する。 

（２）調査書の特別活動等の記録及びその他の項目に配慮して選抜する。 

 

  選抜資料   

 ○学力検査の扱い  ………… [５００点]   

   1年   2年   3年

 
      

 ○調査書の扱い 学習の記録の得点 （１：１：２） ……… （１８０点）      

  特別活動等の記録の得点 ……… （ １０点） …… [２６０点]   

  その他の項目の得点 ……… （ ７０点）     

 ○その他の資料 なし        

  一般募集   

 ●第１次選抜（８０％を入学許可候補者とする）  

  （各資料の配点） ①学力検査 ②調査書 ③その他 ④合  計   

  ５００点 ３３８点 実施しない ８３８点   

 ●第２次選抜（１７％を入学許可候補者とする）    

  （各資料の配点） ⑤学力検査 ⑥調査書 ⑦その他 ⑧合  計   

  ５００点 ２１６点 実施しない ７１６点   

 ●第３次選抜（３％を入学許可候補者とする） 

 第１次選抜における合計得点の一定の順位の者を対象に、調査書の特別活動等の記録の得点、及びその他の

項目の得点で選抜する。 

 

  調査書の扱いの詳細   

 【特別活動等の記録の得点（１０点）】 

○学級活動、生徒会活動、学校行事 

・学級活動  学級委員 

・生徒会活動 生徒会長 生徒会副会長 生徒会役員 各種委員会委員長 

・学校行事  各種実行委員長 

【その他の項目の得点（７０点）】 

○部活動等 

・全国大会、関東大会への出場、出展等 

・県大会で入賞、入選等 

・県大会への出場、出展等 

・県選抜、地区選抜、郡市選抜選手等 

・部長、副部長 

〇資格取得等 

・英語検定（Ｓ‐ＣＢＴを含む）、漢字検定、数学検定、各３級相当以上 

・柔道、剣道初段以上 

 

  第２志望 なし  

  その他 なし  

 


